
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

大阪市立住吉中学校（大阪市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

個々の進捗状況に合わせて家庭学習も充実

授業中の課題に継続して家庭でも取り組めるように、
クラウド上で課題や資料を共有する教科が増えていま
す。技術家庭科（家庭分野）では、裁縫の課題が終
わった生徒は端末を開いて家庭学習に取り組み、進捗
を伝え合ったり、悩んでいた課題を相談したりする様子
もみられました。

この柄の歴史に
ついて調べてい
るんだけど…。

学級休業時も健康観察と情報共有

９月に学級休業があった際も、Teams等を活用して
健康観察を行うことで、再開の判断もスムーズにで
きました。課題等も適宜共有していたので、中間テス
ト間近でも、生徒も安心できたようでした。

課題の提出締切が
延長されたぞ。間に
合いそう！

日常的な持ち帰りによる学びの保障と個別最適な家庭学習の充実


